
船舶インシデント調査報告書 

令和３年３月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 座洲 

発生日時 令和２年８月２２日 ２０時３０分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧港第４区 

 開発局苫小牧港東港区中灯台から真方位３１２°３.６海里付近 

 （概位 北緯４２°３７.６′ 東経１４１°４２.５′） 

インシデントの概要  プレジャーボートMegumi
メ グ ミ

は、帰航中、砂浜に座洲した。 

インシデント調査の経過 令和２年８月２８日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Megumi、５トン未満（長さ６.３２ｍ） 

 ２０２－６０４２北海道、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

 インシデントの経過等 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者４人を乗せ、苫小牧港第４

区東港地区東防波堤付近で釣りを行った後、北海道苫小牧市勇払マリ

ーナ（以下「本件マリーナ」という。）に向けて帰航を開始した。 

本船は、本件マリーナ沖に至った後、船長がＧＰＳプロッター画面

の過去の航跡に沿って本件マリーナに戻ろうと思い、手動操舵により

微速力で北進中、砂浜に座洲した。 

船長は、負傷者がいないことを確認し、１１８番通報を行い、救助

を要請した。 

船長は、本インシデント当時、ＧＰＳプロッター画面の過去の航跡

と同画面の２ｍ等深線が同じ色だったので、同等深線を過去の航跡と

思い込み、同等深線付近を航行していたことに、本インシデント後に

気付いた。 

 海図Ｗ１０３６（苫小牧港付近）によれば、本インシデント発生場

所は、２ｍ等深線付近である。 

分析 本船は、帰航中、船長が、ＧＰＳプロッター画面の過去の航跡に沿

って本件マリーナに戻ろうとしたところ、同画面の２ｍ等深線を過去

の航跡と思い込み、同等深線付近を航行したことから、砂浜に座洲し

たものと考えられる。 

原因 本インシデントは、夜間、本船が、帰航中、船長が、ＧＰＳプロッ

ター画面の２ｍ等深線を同画面の過去の航跡と思い込み、同等深線付

近を航行したため、砂浜に座洲したものと考えられる。 



再発防止策 本船は、本インシデント後、次の対策を採った。 

・船長は、ＧＰＳプロッター画面の本船の航跡を等深線と区別し易

い色に変更した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、上記のほか、次

のことが考えられる。 

 ・ＧＰＳプロッター等の航海計器を適切に活用して船位を確認し、

余裕水深を確保した進路を航行すること。 

 


